
令和８年度（令和８年１０月入学含む） 

大学院博士前期課程入学者選抜学力試験 解答用紙 

令和８年２月３日 

専攻名 海洋管理政策学 専攻 受験 

番号 
 氏 名  

共通科目名 海洋管理政策学 

 
※解答はこの解答用紙に記入すること。書ききれない場合は、裏面に記入すること。 

※解答は日本語で行うこと。 

 

自分が専攻する分野             

 

 

［Ⅰ］海洋政策学分野 

 

（1）「水産海洋ハンドブック（第 4版）」pp632-639等に記載されている該当項目を参照の

こと。 

（2）水産庁（2023）「令和 5年度 水産白書」pp3-49等に記載されている該当項目を参照

のこと。 

（3）「水産海洋ハンドブック（第 4版）」pp621-623等に記載されている該当項目を参照の

こと。 

 

［Ⅱ］海洋利用管理学分野 

 

（４）松石隆著「水産資源学」pp98-106等に記載されている該当項目を参照のこと。 

（５）「水産海洋ハンドブック（第 4版）」p151、松石隆著「水産資源学」p93等に記載さ

れている該当項目を参照のこと。 

（６）「水産海洋ハンドブック（第 4版）」pp122-126、安田弘法ほか(編著)「農学入門」 

pp321-322等に記載されている該当項目を参照のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n-nyusi2
解答例等



［Ⅲ］海洋環境文化学分野 

 

（７）「応急手当指導者標準テキスト」pp3-4等に記載されている該当項目を参照のこと。 

（８）廣松渉 ほか（編）「岩波 哲学・思想辞典」p425 等に記載されている該当項目を参

照のこと。 

（９）宮崎里司・杉野俊子（編著）(2017)「グローバル化と言語政策」等に記載されている該

当項目を参照のこと。 

 

［Ⅳ］水産サステナビリティ分野 

 

（１０）レイヒルボーン著「乱獲」pp35-36等に記載されている該当項目を参照のこと。 

（１１）水産庁(2024)「令和 6年度 水産白書」p167, p173 等に記載されている該当項目を

参照のこと。  

（１２）水産庁(2024)「令和 6 年度 水産白書」pp168-172 等に記載されている該当項目を

参照のこと。  

 

 出題の意図及び採点基準 

 

 海洋管理政策学に関する基礎的な事項に対する理解を問うている。選択した基礎用語に
関する理解度と記述の論理性に基づいて採点する。 
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